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本議会だよりでは、提出議案の一部を掲載して
おります。その他、議案などの詳細は
市議会ホームページをご覧ください。

お知らせ

３月定例会のあらまし

　

定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。
提
出
さ
れ

た
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
１
件
を
初
日
に
同
意
し
た
。

  

一
般
質
問
は
８
日
に
会
派
代
表
（
５
人
）、
９
日
に
個
人
（
９
人
）
が
市
政
に
つ
い

て
た
だ
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
、
最
終
日
に
は
、
各

常
任
委
員
会
付
託
議
案
を
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案
３

件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
は
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し
た
。

−議案第13号−
令和４年度観音寺市一般会計補正予算（第11号）

　産地パワーアップ事業　　3億5,000万円
●国の補正予算を活用し、イチゴハウスおよび集出荷施設の建設を支援する。当該事業

は、全額繰り越して令和5年度に実施する。

Pick up!

３月定例会の主な議案

−議案第11号−
人権擁護委員の候補者の推薦について

角
か く ざ き

崎　繁
し げ の り

則 氏、三
み よ し

好　真
ま り こ

理子 氏
●現職の任期満了に伴い、候補者の推薦に同意した。

−議案第 30 号−
教育委員会教育長の任命について

十
そ ご う

河　聖
せ い じ

司 氏
●現教育長の任期満了に伴い、後任教育長の任命

に同意した。

Pick up!

Pick up!
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Pick up!

−議案第17号−
令和５年度観音寺市一般会計予算

　「道の駅」建設事業　　2,381万円
●大野原インターチェンジや令和7年度末に完成予定の観音寺スマートインターチェン

ジ（仮称）を活用したアクセスの利便性を活かし、中四国最大級の新「道の駅」を整備し、
人・ものが集結する新たなにぎわいの場を創出するもの（令和５年度基本計画策定）。

　プロジェクト推進事業　　419万円
●旧三豊工業高等学校跡地への医療系教育機関誘致に伴うJR豊浜駅周辺整備やJR観音寺

駅の整備、また民間活力と連携して、国外、県外との交流、にぎわいづくりといった
プロジェクトを推進するもの。

　防災重点農業用ため池緊急整備事業　　510万円
●市内にある防災重点農業用ため池のうち、10万トン以上の貯水量のあるため池につい

て、防災上の観点より、水位計および定点カメラを設置し、異常気象時に現場を確認
できるようにするもの。

　防災行政無線整備事業　　660万円
●無線システムのデジタル化により機能強化を図る。災害・緊急時のより迅速かつ的確

な情報伝達機能を確立するもの。

　乳児紙おむつ等支給事業　　902万円
●次世代を担う子の出生を祝い、子育て世帯の経済的負担の軽減を図り、安心して子ど

もを産み育てることを目的に実施するもの。
　１カ月2,000円（1,000円券×2）を、1歳の誕生日を迎える月の前月までの12カ月分

支給する。
　対象者：令和５年４月１日以降に生まれた乳児
　※令和５年度中に「銭形Kコイン」決済が選択できるようになる。

　子ども医療費助成事業　　2億7,982万円
●子育て世帯の経済的負担の軽減を目的として、医療費の自己負担分を助成するもの。
　（令和５年度より、対象年齢を18歳までとし、助成を拡大する。）
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３月定例会のあらまし

　特定不妊治療費助成事業　　1,276万円
●特定不妊治療は、自己負担額が高額であるため、費用の一部を助成し、経済的負担の

軽減を図る。また、令和５年度より助成額の上限を30万円（治療方法によっては15万
円）とするもの。

　再生可能エネルギー整備事業　　900万円
●ゼロカーボンシティを推進するため、ゼロエネルギーハウス（ZEH）、電気自動車充放

電設備（V2H）、太陽光発電システム、蓄電池に対して補助を実施する。また、申請
者が40歳以下であれば、ゼロエネルギーハウスに対する補助金額を20万円上乗せする
もの。

　豊浜認定こども園建設事業　　12億241万円
●多様化する教育保育ニーズに対応するため、老朽化した豊浜地区の保育所・幼稚園を

統合し、旧豊浜小学校跡地に認定こども園を建設するもの。

　新学校給食センター建設事業　　2,897万円
●より安全で充実した給食を提供するために、市内４カ所の学校給食センター・学校給

食調理場を統合し、新たに学校給食センターを整備するため、アドバイザリー業務委
託やモニタリング支援業務を委託するもの。整備においては、PFI方式を採用し、民間
の技術力、経営力を活用する。

　第２運動公園整備事業　　3,507万円
●観音寺港埋立の緑地を利用し、スポーツ施設の整備を図り、市民がスポーツに親しみ

ながら仲間との交流や健康の維持増進を図ることができるよう整備を行うもの。

　夜間照明施設設備改修事業（観音寺中学校）　　4,339万円
●設備の老朽化により倒壊の危険性があることから更新を行うもの。

　地域循環共生圏構築事業　　500万円
●ゼロカーボンシティを推進するため、市有施設への太陽光発電・蓄電池の設置に向け、

主要施設の現地調査や強度計算の確認を行い、施設改修の基礎資料を作成するもの。



5 ※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。

【
質
問
】
の
り
あ
い
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
住
ん
で
い
て
、
利
用

で
き
な
い
市
民
の
方
が
大
勢

い
る
。
誰
も
が
公
平
に
利
用

で
き
る
新
た
な
地
域
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
自
宅

か
ら
目
的
地
ま
で
送
迎
し
て

く
れ
る
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
導
入
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

【
答
弁
】
本
市
で
も
高
齢
化
が
進
み
高
齢
者
な
ど
の
交

通
弱
者
の
移
動
支
援
の
充
実
は
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
市
民
の
誰

も
が
利
用
で
き
、
多
様
な
交
通
需
要
に
対
応
で
き
る
交

通
手
段
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
の
中
で
十
分
協
議
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

併
せ
て
実
証
実
験
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
の
協
議
会
を

設
置
し
十
分
協
議
し
、
実
証

実
験
の
実
施
も
検
討
す
る

答 弁

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導

入
に
向
け
て
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か

大 平 直 昭
令和の風

代 表 質 問

【
質
問
】
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
舎
の
橋
上
化
に
関
し
て
は
、

関
係
機
関
と
の
情
報
収
集
・
共
有
に
努
め
、
引
き
続
き

連
携
を
図
り
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

医
療
系
大
学
開
設
に
伴
う
Ｊ
Ｒ
豊
浜
駅
周
辺
の
整
備

に
関
し
て
は
、
規
模
や
時
期
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
・
収
集
を
し
協
議
、
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

　

新
道
の
駅
整
備
に
関
し
て
は
、
市
民
検
討
委
員
会
の

答
申
内
容
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
の
策
定
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

【
質
問
】
正
式
に
検
討
し
、
中
長
期
的
な
公
共
施
設
建

設
計
画
の
中
に
、
３
複
合
施
設
計
画
を
入
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

【
答
弁
】
事
前
協
議
を
行
う
中
で
、
個
々
の
施
設
に
お

け
る
利
用
状
況
や
建
物
の
位
置
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、

改
修
や
建
て
替
え
を
行
う
の
は
利
用
者
の
利
便
性
の
ほ

か
財
源
面
な
ど
に
課
題
が
多
く
、
伊
吹
島

内
の
主
要
道
路
に
面
し
た
旧
伊
吹
小
学
校

の
校
舎
の
再
利
用
も
含
め
、
敷
地
内
に
再

編
整
備
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
へ
随
時
情
報
発

信
す
る

答 弁

市
長
公
約「
三
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
」の
進
捗
状
況
を
問
う

岸 上 政 憲
自民新政会

【
質
問
】「
こ
ど
も
基
本
法
」
の
施
行
に
伴
い
4
月
よ
り

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
発
足
す
る
が
、
本
市
で
は
国
の

政
策
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
本
市
独
自
の
「
こ
ど
も
基
本
条
例
」
を
制
定
す
る

予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
答
弁
】「
こ
ど
も
基
本
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
的

に
は
条
例
を
制
定
し
、
こ
ど
も
へ
の
支
援
に
関
す
る
取

り
組
み
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
に
お
い
て
は
、
令
和
2
年
度
か
ら
6
年
度
ま
で
を
計

画
期
間
と
す
る
「
第
２
期
観
音
寺
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
に
お
い
て
、「
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と

し
、
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
や
人

間
性
を
育
み
、
子
育
て
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
今
後
も
本
事
業
計
画
に
基
づ
き
子
育

て
支
援
策
を
推
進
し
て
い
く
。
な
お
、
施
策
の
展
開
と

し
て
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
を
通
じ
た
切
れ
目
な
い
支

援
や
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
の
充
実
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
。

　

令
和
5
年
度
か
ら
6
年
度
に
か
け
て
策
定
予
定
の

「
第
3
期
観
音
寺
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
基
本
姿
勢
や
「
こ
ど
も

基
本
法
」
の
内
容
な
ど
を
盛
り
込
み
、
本

市
の
実
情
に
即
し
た
実
効
性
の
あ
る
計
画

を
策
定
す
る
。 実

効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
す
る

答 弁

こ
ど
も
基
本
条
例
の
制
定

に
関
し
て

豊 浦 孝 幸
真風会

伊
吹
島
統
合
施
設（
支
所
・
公
民
館
・
診

療
所
）の
建
設
計
画
化
を
し
て
は
ど
う
か

最
終
的
な
方
向
性
の
決
定
は
、
公
共

施
設
の
あ
り
方
検
討
本
部
会
議
で
行
う

答 弁
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代 表 質 問

【
質
問
】
安
否
確
認
登
録
移
動
販
売
事
業
者
と
い
う
新

た
な
規
約
を
作
り
、
報
告
義
務
を
明
確
化
し
、
認
定
す

る
支
援
事
業
の
創
設
を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】
見
守
り
を
兼
ね
た
買
い
物
支
援
は
非
常
に
有

意
義
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
と
も
さ
ら
に
調

査
を
行
い
、
本
市
の
実
情
に
合
っ
た
事
業
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
質
問
】
各
支
所
で
の
期
日
前
投
票
所
の
増
設
、
選
挙

公
営
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
本
年
４
月
の
香
川
県
議
会
議
員
選
挙
に
は
間

に
合
わ
な
い
が
、
大
野
原
地
区
に
１
箇
所
、
豊
浜
地
区

に
１
箇
所
の
２
箇
所
を
考
え
て
い
る
。
場
所
に
関
し
て

は
、
大
野
原
支
所
、
豊
浜
支
所
や
、
そ
れ
ら
の
周
辺
施

設
で
検
討
し
て
い
る
。

　

選
挙
公
営
制
度
に
つ
い
て
は
、
お
金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
候
補
者
間
の
選
挙
運
動

の
機
会
均
等
を
図
る
た
め
に
採
用
さ
れ
て
い
る
制
度
で

あ
る
。
県
内
８
市
で
は
、
高
松
市
、
丸
亀
市
と
善
通
寺

市
の
３
市
が
導
入
し
て
い
る
。
必
要
経
費

に
つ
い
て
、
財
政
部
局
と
の
協
議
を
進
め

つ
つ
、
他
市
の
動
向
を
踏
ま
え
、
導
入
の

時
期
を
慎
重
に
検
討
す
る
。

見
守
り
を
兼
ね
た
買
い
物
支

援
を
、
前
向
き
に
検
討
す
る

答 弁

高
齢
者
の
為
の
対
策
は

石 山 秀 和
公明党

選
挙
制
度
の
改
革
に
関
し
て

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
、
大
野

原
地
区
に
１
箇
所
、
豊
浜
地
区
に

１
箇
所
の
２
箇
所
を
考
え
て
い
る

答 弁

【
質
問
】
食
料
品
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
高
、
電
気
・

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
で
、
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響

が
生
じ
て
い
る
。
国
、
県
、
そ
し
て
本
市
も
給
付
金
制

度
を
実
施
し
、
急
激
な
変
化
に
対
応
し
て
き
た
が
、
こ

の
変
化
が
今
後
も
継
続
す
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
可
処
分
所
得
の
低
下
や
消
費
活
動
に
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
上
昇
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
を
期
待
す
る
が
、

中
小
零
細
企
業
に
お
い
て
は
厳
し
い
見
通
し
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
短
期
的
な
対
策
と
し
て
、
市
民
向
け
並
び
に

企
業
や
一
次
産
業
向
け
の
給
付
金
な
ど
支
援
策
の
実
施

を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】
令
和
4
年
９
月
に
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
が
創
設
さ
れ
、
当
該

交
付
金
を
活
用
し
生
活
者
支
援
や
事
業
者
支
援
と
し
て

低
所
得
世
帯
を
対
象
と
し
た
支
援
金
の
給
付
、
医
療
機

関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
農
業
者
や
漁
業
者
な
ど

へ
の
支
援
金
の
給
付
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

　

令
和
５
年
度
も
国
の
財
政
支
援
を
活
用
し
た
支
援
策

を
検
討
し
て
い
く
。

国
の
財
政
支
援
を
活
用
し
た

支
援
策
を
検
討

答 弁

物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

高
騰
に
対
す
る
支
援
を

五 味 伸 亮
立志会

氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

岸上　政憲

●施政方針について
●市の防災対策について
●観音寺音楽フェスティバル開催事

業について
五味　伸亮

●空き家対策について
●新型コロナウイルス感染症の５類移行

について
●銭形Ｋコインの今後の展開について
●中小企業振興基本条例について
●第２運動公園の整備について
●学校施設の統廃合について
●中四国最大級の道の駅整備について
●人口減少対策について

大平　直昭
●施政方針について
●観光振興について
●公共施設の防災対策について

石山　秀和
●本市のＤＸへの取り組みについて
●再生可能エネルギーについて
●部活動の地域移行について

掲載できなかった一般質問（代表）
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個 人 質 問

【
質
問
】
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
多
く
の
避
難
所
が
開
設
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
避
難
者
や
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
運
営
が
基
本
と
な
る
。
し
か

し
、
本
市
で
は
、
避
難
所
単
位
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
が
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
の
作
成
計
画
を
伺
う
。

【
答
弁
】
令
和
５
年
度
中
に
、
小
中
学
校
区
を
基
準
に

避
難
所
の
管
理
者
及
び
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
、
住

民
が
主
体
的
に
避
難
所
を
運
営
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な

が
ら
作
成
に
取
り
組
む
。

【
質
問
】
窓
口
で
の
手
続
き
で
市
役
所
に
来
ら
れ
る
方

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
便
性
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、「
書
か
な
い
、
待
た
な
い
、
回
ら
な
い
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
」
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
答
弁
】
市
民
の
負
担
軽
減
や
業
務
の
効
率
化
に
つ
な

げ
る
た
め
、
ま
ず
は
市
民
の
窓
口
利
用
が
多
い
部
署
か

ら
業
務
改
革
に
取
り
組
む
。
そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が

令
和
５
年
夏
ご
ろ
に
リ
リ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
「
窓

口 

Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ（
サ
ー
ス
）」
の
活
用
や
、

費
用
対
効
果
な
ど
も
踏
ま
え
た
う
え
で

「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
の
設

置
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
区
を
基
準
に
進
め
る

答 弁

避
難
所
単
位
の
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
早
急
に

白 川 雅 仁
公明党

よ
り
一
層
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
啓
発
に
努
め
る

答 弁

市
が
行
う「
新
型
栄
養

失
調
」へ
の
対
策
を
問
う

詫 間 　 茂
自民新政会

【
質
問
】
新
型
栄
養
失
調
に
つ
い
て
、
民
間
の
企
業
が

独
自
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、
70
歳
以
上
の
5
人
に
１

人
が
新
型
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い
る
デ
ー
タ
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
3
大
栄
養
素
（
炭
水
化
物
・
タ

ン
パ
ク
質
・
脂
質
）
を
必
要
量
摂
取
し
て
い
る
人
が
ほ

と
ん
ど
だ
が
、
3
大
栄
養
素
の
働
き
を
補
助
す
る
役
割

と
な
る
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
を
あ
ま

り
摂
取
で
き
て
お
ら
ず
、
慢
性
的
に
不
足
す
る
と
新
型

栄
養
失
調
と
な
り
、
疲
れ
や
す
く
、
様
々
な
症
状
が
現

れ
る
。

　

市
と
し
て
新
型
栄
養
失
調
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
手

立
て
を
取
る
の
か
。

【
答
弁
】
新
型
栄
養
失
調
と
は
、
民
間
の
企
業
が
独
自

に
定
義
し
た
も
の
で
あ
り
、「
食
事
に
よ
る
カ
ロ
リ
ー

は
足
り
て
い
て
も
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
必
要
な
栄
養
素

が
不
足
し
て
い
る
状
態
」
と
さ
れ
て
い
る
。
独
自
調
査

で
は
、
子
ど
も
の
83
％
に
そ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
特
定
の
栄
養
素
の
摂
取
不
足
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
が
有
効
で
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
等

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

今
後
も
、
元
気
印
の
か
ん
お
ん
じ
21
・

第
２
次
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
の
栄

養
食
生
活
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
よ
り

一
層
工
夫
を
凝
ら
し
、
啓け

い
は
つ発
に
努
め
る
。

【
質
問
】
な
ぜ
観
音
寺
市
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
の
運
用
を
終

了
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
メ
ー
ル
を
受
信
し
て
開
封
し
た
か
ど
う
か
確

認
が
取
れ
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
市
政
情
報
の
発
信
力
の
強
化
を
図
り
た

い
。
観
音
寺
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
へ
の
登
録

を
お
願
い
し
て
い
る
。

【
質
問
】
次
世
代
を
担
う
方
々
の
参
加
が
必
要
で
開
催

日
時
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

【
答
弁
】
若
い
世
代
の
意
見
を
聞
く
場
、
聞
け
る
場
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
市
民
の
皆
様
が
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
る
。

市
政
情
報
の
発
信
力
の
強
化

を
図
る

答 弁

観
音
寺
市
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
の

運
用
終
了
・
新
サ
ー
ビ
ス
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
移
行
に
関
し
て

大 矢 一 夫
自民新政会

市
役
所
の
窓
口
を
「
書
か
な
い
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
に

検
討
し
て
い
き
た
い

答 弁

審
議
会･

検
討
委
員
会
の
あ
り
方
を
問
う

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む

答 弁

観音寺市LINE
QRコード
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個 人 質 問

【
質
問
】
新
「
道
の
駅
」
に
関
し
て
２
つ
提
案
が
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、
５
千
平
米
の
敷
地
に
市
民
手
作
り
の
鎮

守
の
森
が
あ
る
お
祭
り
広
場
を
設
置
し
、
そ
し
て
土
日

祝
祭
日
に
ち
ょ
う
さ
・
獅
子
舞
・
だ
ん
じ
り
な
ど
を
そ

こ
で
披
露
し
、
全
国
の
お
祭
り
を
招
致
し
て
は
ど
う
か

と
思
う
。

　

２
つ
目
が
、
道
の
駅
の
建

物
全
て
を
丸
太
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
に
し
て
は
ど
う
か
、
こ
の

丸
太
は
市
が
管
理
・
運
営
し

て
い
る
分
収
林
の
ヒ
ノ
キ
、

ス
ギ
な
ど
を
利
用
し
て
は
ど

う
か
。
分
収
林
の
木
を
利
用

す
れ
ば
材
料
費
が
２
割
で
済

む
と
考
え
る
。

【
答
弁
】
お
祭
り
ご
と
が
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
は
賛
成
で
あ
り
、
そ
こ
を
利
用
し

て
全
国
か
ら
に
ぎ
わ
い
ご
と
を
呼
べ
る
よ
う
に
進
め
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
木
材
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
す
べ
て
の

建
物
が
木
造
の
道
の
駅
を
視
察
し
た
と
き
、
管
理
者
か

ら
す
べ
て
を
木
造
に
す
る
と
維
持
管
理
費
が
莫
大
に
か

か
る
と
伺
い
、
県
産
品
の
木
材
を
壁
な
ど

に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

新
「
道
の
駅
」

建
物
は
丸
太
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
！

多
く
の
方
か
ら
注
目
さ
れ
る

施
設
を
目
指
す

答 弁

大久保隆敏
立志会

【
質
問
】
日
本
の
公
的
教
育
支
出
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

国
の
中
で
も
最
下
位
に
近
い
水
準
で
あ
り
、
大
学
卒
業

ま
で
の
保
護
者
負
担
は
、
約
３
千
万
円
と
さ
れ
、
子
ど

も
を
産
む
こ
と
を
控
え
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
明
石
市
、
県
内
自
治
体
で
も
少
子
化
対
策
と

し
て
、
給
付
型
奨
学
金
を
支
給
し
て
い
る
。
本
市
の
考

え
を
問
う
。

【
答
弁
】
奨
学
金
給
付
は
、
教
育
費
負
担
軽
減
と
な
り
、

少
子
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
。
本
市
は
就
学
援
助

制
度
対
象
者
に
対
し
て
、
１
人
６
万
円
の
高
等
学
校
等

入
学
支
援
金
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
国
の
動

向
も
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
ど
の
よ
う
な
少

子
化
対
策
が
有
効
か
研
究
す
る
。

【
質
問
】
①
市
職
員
の
定
年
年
齢
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
現
在
の
60
歳
か
ら
段
階
的
に
65
歳
と
な
る
。
対
象
者

の
異
動
・
勤
務
条
件
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。
②

定
年
延
長
に
伴
い
、
今
後
の
新
規
職
員
採
用
計
画
の
考

え
方
は
。

【
答
弁
】
①
60
歳
を
超
え
る
職
員
は
、
配
属
先
な
ど
年

齢
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
の
考
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

②
新
規
採
用
は
、
退
職
者
数
へ
の
対
応
を

基
本
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
組
織

の
新
陳
代
謝
を
図
る
た
め
、
定
期
的
な
採

用
は
必
要
と
考
え
る
。

給
付
型
奨
学
金
は
、
少
子
化

対
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る

答 弁

教
育
へ
の
公
的
支
出
で

少
子
化
対
策
を

篠 原 重 寿
立志会

【
質
問
】
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
の
残
地

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
契
約
さ
れ
た
の
か
。

【
答
弁
】
随
意
契
約
で
あ
る
。

【
質
問
】
公
有
財
産
と
し
て
の
対
応
は
法
令
に
基
づ
き

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　

な
ぜ
一
般
競
争
入
札
を
し
な
か
っ
た
の
か
。
随
意
契

約
は
、
地
方
自
治
法
第
２
３
４
条
第
2
項
で
政
令
で
定

め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
で
き
る
と
あ
る
。

ど
の
項
目
に
あ
た
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
随
意
契
約
の
際
、
添
付
随
意
契
約
理
由
書
は

提
出
さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
随
意
契
約
理
由
は
、

〇
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

〇
更
地
で
し
か
利
用
で
き
な
い
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
を
満
た
し
て
い
る
た
め
、
地
方
自

治
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
り
随
意
契
約
を
行
っ
た
。

理
由
書
は
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
把
握
し
て
い
な
い
。

【
質
問
】
市
長
の
権
限
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
今
回
の
市
の
対
応
（
随
意
契
約
）
は
特
定
の
個
人
、

団
体
、
企
業
の
活
動
を
行
政
の
中
立
性
を
阻
害
し
て
支

援
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
市
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

【
答
弁
】
市
長
答
弁
な
し 公

有
財
産
の
運
用
に
関
し
て

双
方
協
議
の
上
、
現
契
約
を

締
結
し
た

答 弁

井 下 尊 義
真風会

定
年
延
長
に
伴
う
対
応
策
を
問
う

対
象
者
の
配
置
な
ど
慎
重
に
検
討
し
、

新
規
採
用
は
計
画
的
に
実
施
す
る

答 弁
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【
質
問
】「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
浴
券
」
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
65
歳
以
上
の
方
に
年
間
48
回
分
、
１
回
の
利

用
に
つ
き
１
０
０
円
の
助
成
が
あ
る
。
ま
た
老
人
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
、
自
宅
に
入
浴
設
備
が
無
く
、

入
浴
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
助
成
も
あ
る
。
現
在
は
公

衆
浴
場
の
設
備
が
故
障
し
た
際
、
緊
急
に
使
え
る
補
助

が
な
い
た
め
、
制
度
改
正
な
ど
に
つ
い
て
の
声
を
県
に

伝
え
て
い
く
。

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
経
費
の
割
合
、
収

支
の
状
況
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
返
礼
品
な
ど
の
調
達
に
要
す
る
費
用
の
割
合

が
26
．
２
％
、
返
礼
品
な
ど
の
調
達
や
送
付
に
か
か
る

費
用
や
広
報
、
決
済
等
費
用
な
ど
の
合
計
額
の
割
合
は

46
．
４
％
と
、
総
務
省
が
示
す
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
中
に
他
の
自
治
体
へ
寄
付
し
た
こ
と

に
よ
る
本
市
の
市
民
税
の
控
除
額
の
う
ち
、
75
％
は
普

通
交
付
税
で
返
っ
て
く
る
。

　

今
後
も
「
が
ん
ば
れ
観
音
寺
応
援
寄
付
金
」(

ふ
る

さ
と
納
税)

で
の
支
援
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
返
礼
品
の
発
掘
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

県
に
対
し
制
度
改
正
の
声
を

伝
え
る

答 弁

公
衆
浴
場
の
設
備
の
故
障

に
対
応
す
る
補
助
制
度
は

三 好 優 子
無所属

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在
の
状
況
に
関
し
て

令
和
５
年
１
月
末
現
在
で
約

15
億
３
千
万
円
と
、
前
年
ま
で

の
寄
付
額
を
上
回
っ
て
い
る

答 弁

【
質
問
】
子
ど
も
へ
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
「
間
違
い
接
種
対
策
」
に
関
し
て
。

【
答
弁
】
日
程
や
時
間
帯
を
明
確
に
区
別
す
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

【
質
問
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始
か
ら
の
、
超
過
死
亡
者

数
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
２
０
２
１
年
の
死
亡
者
数
は
、
前
年
に
比
べ

て
約
６
万
人
増
加
し
、
２
０
２
２
年
の
死
亡
者
数
は
、

前
年
に
比
べ
て
約
13
万
人
増
加
し
て
い
る
。

【
質
問
】
他
市
は
「
か
が
わ
電
子
自

治
体
公
共
施
設
利
用
申
込
サ
ー
ビ

ス
」
を
使
用
し
、
直
接
予
約
が
可
能
。

シ
ス
テ
ム
導
入
を
考
え
て
は
。

【
答
弁
】
本
市
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

火
葬
予
約
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

【
質
問
】
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
後
の
手
続
き
に
つ
い

て
、
他
市
で
は
市
民
課
窓
口
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
情
報
入

力
し
、
各
課
が
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
市
民
の
方
へ
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

【
答
弁
】
令
和
５
年
夏
頃
を
目
途
に
デ
ジ

タ
ル
庁
が
「
窓
口 

Ｄ
Ｘ
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ(

サ
ー

ス)

」
の
リ
リ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
そ
れ
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
及
び
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
に
関
し
問
う

安
全
に
接
種
が
実
施
で
き
る

体
制
の
整
備
に
努
め
る

答 弁

合 田 隆 胤
真風会

火
葬
の
予
約
及
び
手
続
き
の
簡
素
化
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
火
葬
予
約
が

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く

答 弁

【
質
問
】
給
食
用
パ
ン
は
外
国
産
小
麦
１
０
０
％
だ
っ

た
が
、
今
回
初
め
て
県
産
小
麦
１
０
０
％
の
パ
ン
が
県

内
の
幼
・
小
・
中
な
ど
、
計
２
８
０
校
に
約
15
万
食
が

提
供
さ
れ
た
が
、
本
市
で
は
？

【
答
弁
】
県
の
給
食
会
を
通
じ
て
、
昨
年
12
月
に
２
回
、

コ
ッ
ペ
パ
ン
を
学
校
給
食
と
し
て
提
供
し
た
。

【
質
問
】
国
の
配
置
基
準
は
一
部
に
50
年
も
75
年
も
前

の
も
の
が
あ
り
、
市
独
自
に
増
員
し
て
い
る
と
聞
く
が
。

【
答
弁
】
１
歳
児
及
び
３
歳
児
は
国
基
準
よ
り
手
厚
く

運
用
し
て
お
り
、令
和
５
年
４
月
か
ら
は

４
歳
児
の
配
置
基
準
を
、
保
育
士
１
人

に
対
し
、
30
人
か
ら
25
人
に
引
き
下
げ

る
。
引
き
続
き
保
育
の
質
向
上
に
努
め
る
。

【
質
問
】
市
長
に
補
助
制
度
を
求
め
る
。

【
答
弁
】
国
は
令
和
５
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で

の
使
用
電
気
代
の
値
上
分
に
補
助
を
行
う
。
国
、

県
の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
を
検
討
す
る
。

県
産
小
麦
の
使
用
を
今
後
も

要
望
す
る

答 弁

本
市
の
学
校
給
食
に
県

産
小
麦
パ
ン
が
で
た
？

藤 田 　 均
無所属（共産）

保
育
士
の
配
置
基
準
が
75
年
も
前
の

基
準
、
市
長
に
増
員
を
求
め
る

物
価
高
に
よ
る
中
小
企
業
の
電
気
代
値
上
り
分
へ
の
補
助
は

基
準
は
昭
和
23
年
に
制
定
さ
れ
、

一
部
は
改
正
さ
れ
て
い
る

国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
、

対
応
を
検
討
す
る

答 弁答 弁
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市議会議員の補欠選挙
　議員が何らかの理由で辞職し、議員定数の６分の１以上の欠員が出た場合、公職選挙法
に基づき補欠選挙が実施されます。
　観音寺市議会の場合は、定数20名なので４名以上の欠員が出た場合、その事由が生じた
日から50日以内に選挙が行われます。
　なお、法定の欠員数に達していなくても、市長選挙が執行されれば、それに合わせて市
議会議員の補欠選挙を行います。また、補欠選挙で当選した者の議員任期は、当選の告示
日から開始され、前任議員の残任期間までとなります。

掲載できなかった一般質問（個人）
氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

白川　雅仁
●子育て支援について
●空き家対策について

大矢　一夫
●公共施設の使用料について
●市有財産売却について

詫間　　茂

●クアオルトウォーキングの効用につ
いて

●山梨県のヤングケアラーの取り組み
について

●高齢者の労働状況について
●子ども食堂について
●第２運動公園の施設の整備について
●公共施設のトイレについて

篠原　重寿
●施政方針について
●自殺予防対策の取り組みについて

藤田　　均 ●医療費18歳まで無料化・県と本市の
対応について

合田　隆胤 ●人材育成について

個 人 質 問

　市議会では、本会議などの様子をインターネットで生中継・録画放映しています。パソ
コンやスマートフォン・タブレットなどにより、気軽に視聴していただくことができます。
　より多くの方に視聴していただくための取り組みとして、各質問者の録画映像にリン
クするQRコードを掲載しております。
　ぜひご活用ください。

※QRコードの読み取りには専用アプリのインストールが必要です。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

一般質問をスマートフォン・タブレットで視聴
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議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
議案第１号 専決処分の承認について（観音寺市子ども医療費助成に関する条例の一部を改正する条例） 承　　認
議案第２号 専決処分の承認について（観音寺市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例） 〃
議案第３号 専決処分の承認について（観音寺市重度心身障害者等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例） 〃
議案第４号 専決処分の承認について（和解及び損害賠償の額の決定） 〃
議案第５号 専決処分の承認について（令和４年度観音寺市一般会計補正予算（第10号）） 〃
議案第６号 観音寺市組織条例の一部改正について 原案可決
議案第７号 観音寺市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃
議案第８号 観音寺市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃
議案第９号 観音寺市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃
議案第10号 観音寺市国民健康保険条例の一部改正について 〃
議案第11号 人権擁護委員の候補者の推薦について 同　　意
議案第12号 字の区域の変更について 原案可決
議案第13号 令和４年度観音寺市一般会計補正予算（第11号） 〃
議案第14号 令和４年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃
議案第15号 令和４年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃
議案第16号 令和４年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第４号） 〃
議案第19号 令和５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計予算 〃
議案第20号 令和５年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計予算 〃
議案第21号 令和５年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計予算 〃
議案第22号 令和５年度観音寺市介護保険事業特別会計予算 〃
議案第23号 令和５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計予算 〃
議案第24号 令和５年度観音寺市粟井財産区特別会計予算 〃
議案第25号 令和５年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計予算 〃
議案第26号 令和５年度観音寺市下水道事業会計予算 〃
議案第27号 市道路線の認定について 〃
議案第28号 観音寺市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について 〃
議案第29号 観音寺市重度心身障害者等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の一部改正について 〃
議案第30号 教育委員会教育長の任命について 同　　意

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

三
好　

優
子

藤
田　
　

均

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

篠
原　

重
寿

大
久
保
隆
敏

立
石　

隆
男

大
平　

直
昭

伊
丹　

準
二

豊
浦　

孝
幸

合
田
千
佳
子

合
田　

隆
胤

井
下　

尊
義

詫
間　
　

茂

篠
原　

和
代

岸
上　

政
憲

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

議決結果

無無
共公明党 立志会 令和の風 真風会 自民新政会

議案第17号 令和５年度観音寺市一般会計予算 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ 原案可決

議案第18号 令和５年度観音寺市施設貸付事業特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ − ○ ○ ○ 〃

請願第１号 「香川県主要農作物等の種子条例の制定を
求める意見書」の提出を求める請願 ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● − ● ● ● 不 採 択

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　　※無所属（会派に所属していない議員）、日本共産党

※議長には可否同数の場合のみ裁決権があります。
※○…賛成　●…反対　欠…欠席　除…除斥　

審 議 結 果

●全会一致の議案

議案の審議結果
※提出議案などの詳細は、市議会ホームページ「提出議案等」をご覧ください。

令和５年第１回（３月）定例会
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９
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３
９
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４

　
春
は
年
度
の
切
り
替
わ
り
時
期
で

も
あ
り
、
卒
業
、
転
勤
、
異
動
な
ど
、

新
天
地
で
の
生
活
を
始
め
ら
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

本
市
議
会
で
も
、
同
僚
議
員
が
新
た

な
挑
戦
に
進
む
べ
く
、
辞
職
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
現
在
は
、
議
会
の
改

革
、
委
員
会
の
見
直
し
な
ど
も
議
論

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
広
聴
広
報
委
員
会
に
お
い

て
は
、
昨
年
度
に
計
画
し
て
い
て
中

止
と
な
っ
た
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

意
見
交
換
会
な
ど
、
今
年
度
は
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
と
し
て
の
開
催
を
、
慎

重
か
つ
前
向
き
に
進
め
て
い
こ
う
と
、

計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
議
会
の
事
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
、
よ
り
聴
い
て
い
け
る
機
会
を

作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

広
聴
広
報
副
委
員
長　

三
好
優
子

編
集
後
記

６
月
定
例
会

　
　
の
予
定

29
日

23
日

22
日

21
日

19・20
日

12
日

本
会
議

総
務
委
員
会

建
設
経
済
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議

広
聴
広
報
委
員
会

委
員
長　
　

白
川　

雅
仁

副
委
員
長　

三
好　

優
子

　
　
　
　
　

篠
原　

重
寿

　
　
　
　
　

大
矢　

一
夫

　
　
　
　
　

大
平　

直
昭

　
　
　
　
　

合
田
千
佳
子

　
　
　
　
　

岸
上　

政
憲

この写真は、去年の５月頃に撮りました。朝顔といえば６月以
降に咲くイメージがあるので、５月に咲くのは珍しいなと思い
ました。朝顔の淡い紫色が主役になった良い１枚が撮れました。

（『季節外れ』３年　森
もり

　杏
あん

菜
な

）

私は、青い空に飛行機雲が一筋あって綺麗だなと感じて撮り
ました。写真の中央にある緑色の機体と青色の空がマッチし
ていて良いなと思いました。

（『飛行機雲』３年　佐
さ

野
の

　結
ゆい

菜
な

）

この写真は、一の宮公園で撮ったものです。澄んだ空と木々
がきれいに撮れました。このような空をまた撮りたいです。

（『あの日の僕の空』３年　中
なか

野
の

　友
ゆう

翔
と

）

この写真は、琴弾八幡宮で撮った写真です。神社の守り神の
ように、猫の親子がひなたぼっこをしていて可愛らしいと思
いました。この写真を見た人の癒しになると嬉しいです。

（『神社の守り主』２年　大
おおにし

西　愛
まな

望
み

）

香川県立観音寺総合高等学校表 紙 写 真 の 紹 介


